
表題

旭川における流域一体となった旭川における流域一体となった
地域防災体制構築への取り組み地域防災体制構築への取り組み

〈平成10年10号台風 岡山市中原地区浸水状況 写真提供：岡山県〉



頻発する集中豪雨頻発する集中豪雨



■責任役割の明確化

■あらゆるレベルでの連携の強化

■情報の開示と共有

■日常に根ざした危機管理

減 災

危機管理施策の基本的視点危機管理施策の基本的視点



旭川のシンボルマーク

・365日の川を活かした施策の展開
・流域一体となった川づくり、地域づくり

流域行政機関の緊密な意見交換・交流・

連携により､よりよい地域づくり、川づくりの

推進を目指す。

行政のネットワーク行政のネットワーク

・旭川流域の10自治体（設立当時23自治体）

・河川管理者（事務局）・・・岡山県、

国土交通省岡山河川事務所

構成団体構成団体

旭川流域連絡協議会（旭川流域連絡協議会（H11.3H11.3設立）設立）

・清流ワークショップへの支援

・アドプト、危機管理対応についての検討
・流域シンポジウム等の広報、学習会開催

・渇水、河川環境情報の共有
・旭川一斉水質調査の共催

活動内容（活動内容（～～H14H14））



旭川流域連絡協議会旭川流域連絡協議会 活動内容活動内容

１．川づくり、地域づくりに関する意見交換
（河川行政施策、河川を利用した地域づくり・地域連携、河川環境整備と保全、河川愛護団体との川づくり）

２．流域が一体となった情報発信の取り組み

３．旭川流域に関するその他の活動

主な活動内容

・清流ワークショップへの支援

・アドプト、危機管理対応についての検討

・流域シンポジウム等の広報、学習会開催

・渇水、河川環境情報の共有

・旭川一斉水質調査の共催



「防災」をテーマに、
「流域一体となった防災体制の構築」について検討

岡山県に大きな被害をもたらした平
成10年10号台風洪水から５年が経過

地域の防災意識の希薄化

防災意識の啓発が必要！

局地的集中豪雨の多発
土地利用の変化

出水が急激・想定外の災害発生

ハード＋ソフト両面の整備が必要！

よりよい川づくり、地域づくりには、地域が災害に強いことが前提！

平成平成1515年度からの防災に関する取り組み年度からの防災に関する取り組み



〈 研究会 開催状況 〉

「旭川流域の水防災に関する研究会」「旭川流域の水防災に関する研究会」
～地域の防災から流域の防災へ～～地域の防災から流域の防災へ～ Ｈ１５．１０．２８Ｈ１５．１０．２８

・平成10年当時の反省と課題を改めて整理
・今後の洪水・土砂災害を軽減する水防災
のあり方を多面的に検討

約１００名（自治体首長、各自治体建設部局、
防災・保健衛生部局、河川管理者（国・県））

参加参加

・パネリスト

相澤 修一氏（NHK岡山放送局 放送部長）
青野 義昭氏（旭町長）
浅野 實氏（勝山町長）
黒瀬 宏子氏（建部町 保健福祉衛生課長）

能登原 功氏（岡山県真庭地方振興局長）

渡部 秀之（岡山河川事務所長）

・コメンテーター

内田 和子氏（岡山大学文学部教授）

・コーディネーター

宮崎 貢（岡山河川事務所副所長）

◆平成10年10号台風による被害
と対応について

◆パネルディスカッション「地域防災のあり方」
災害を予防するための施策
情報の収集と伝達、被災後の処置
地域と行政の役割

内容内容 パネルディスカッションメンバーパネルディスカッションメンバー

目的目的



施設整備・予防策を行っていても・・・

地域全体の防災意識の啓発が重要！

行政だけでは対応不可能！

被害を最小限にするには・・・

そのためには・・・

予測を超える
災害発生

〈H10.10.17 落合町〉

地域コミュニティによる

自主的な活動が不可欠！

〈H10.10.18 落合町
応急復旧状況〉

〈H10.10 建部町 給水支援状況〉

研究会総括：被害を最小限に抑えるために・・・研究会総括：被害を最小限に抑えるために・・・



組織率＝
自主防災組織加入世帯数

総世帯数

全国平均62.5％を
約20％下回っている。

岡山県 41.9％

都道府県別自主防災組織率都道府県別自主防災組織率
（Ｈ１６．４現在）（Ｈ１６．４現在）

・「自分たちの地域は自分たちで守る。」

・地域住民の連帯のもとに団結。

・災害時の自己避難、災害弱者の避難

誘導及び安否確認、近所の助け合い

等を組織的に行う。

自主防災組織とは自主防災組織とは



平
成
16
年
度

平
成
17
年
度
〜

ガイド（案）に基づき目標年度を定めて、流域全体へ拡大

問題点の整理・「育成強化ガイド（案）」を作成

自主防災組織育成・強化計画の作成

自主防災組織のモデル地域を選定

モデル地域へのヒアリング「改善点などの抽出」

防災マップづくり、勉強会、訓練など
モデル地域同士の意見交換会
協議会での進捗状況報告

フィードバック

モデル地域の育成・強化支援

地域防災力強化に向けての地域防災力強化に向けての
自主防災組織育成・強化計画自主防災組織育成・強化計画



地域特性の異なる
上流・中流・下流
でモデル地域コ
ミュニティを選定

上流部：真庭市（旧落合町）
開田自治会

下流部：岡山市操明学区
（操明学区連合自主防災会）

中流部：建部町川口区
（川口自主防災会）

吉備中央町

旭川流域連絡協議会における地域防災体制の構築旭川流域連絡協議会における地域防災体制の構築

３モデル地域コミュニティ位置図３モデル地域コミュニティ位置図
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岡岡 山山 市市

百間川河口水門百間川河口水門

岡南大橋岡南大橋

約２，２３０世帯

（約７，０００人）

【活動内容】

・連合町内会及び関係官庁等諸団体との連携

・Ｈ１６台風時の自主避難活動、防災訓練実施

【問題点】

・一般住民は役員に比べ防災意識が薄い。

・地区にコミュニティハウス（拠点）がない、資金
不足、高齢化

【今後の目標】

組織として目標をもって活動、企業との連携

操明小学校

岡山市操明学区連合自主防災会岡山市操明学区連合自主防災会
～三方を水に囲まれ、用水が縦断する低平地～～三方を水に囲まれ、用水が縦断する低平地～
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約２２０世帯

（約６８４人）

【活動内容】

・消防団と協力し、浸水常襲家屋への水防活動

・年１回、消火訓練、水防資材の備蓄、高台に避難所（公民館）

【問題点】

自主防災組織の枠組みはあるが、旭川ダムにより大水害の危
険が少なくなったため、防災意識が低い

【今後の目標】

訓練、研修に参加により組織強化に努める

川口公民館

建部町川口自主防災会建部町川口自主防災会
～上流に旭川ダム・地域内には旭川の支川誕生寺川～～上流に旭川ダム・地域内には旭川の支川誕生寺川～



旭川旭川→
→

約８０世帯

（約２５０人）

【活動内容】

・コミュニティ活動での団結力を活かし、水防活動を行っている。
・企業との連携、水防資材の備蓄あり

【問題点】

高齢化、自主防災組織規約等が未作成

【今後の目標】

地域に合った自主防災組織の体制づくり、近隣地区との連携

開田コミュニティハウス

真庭市（旧落合町）開田自治会真庭市（旧落合町）開田自治会
～背後に山地、地区内を用水が縦断する地域～～背後に山地、地区内を用水が縦断する地域～



①縦割り行政
②専門用語
（ことば）

③既成概念
（行政依存）

【 行政と地域との３つの垣根 】

行政同士、行政と地域とが
お互い歩み寄る第一歩を踏み出すことが重要！

一つの目的の
達成に向けて協力

わかりやすいことばで

共通認識を持つ

行政と地域が対等

自分で自分を守る

普段から意志疎通
のできるつきあい

災害に強い地域社会をどうつくるか？災害に強い地域社会をどうつくるか？



防災・減災フォーラム防災・減災フォーラム アンケート結果アンケート結果

●参加人数：250人
●アンケート回収数：143枚
●回収率：57％
●回答者属性
会社員 31.0％ 公務員19.4％
無職15.8％ 自由・自営業13.7％
専業主婦 7.2% 農林水産業

4.3％ その他 8.6％



地域 行政

地域と行政協働の防災体制の実現

防災上の問題点を解決する
ための目標・計画づくり

地域と行政との
連携・情報の共有

防災上、地域に必要なのは？
災害が起こったら地域は

どうなるか？
行政のもつ防災情報は？

災害を意識することにより、
防災への関心を喚起

自主防災組織による
地域の組織的な防災活動

地域と行政との協力体制
役割分担の明確化

防災マップづくり
「自分たちの地域を守るためにできることを考える」

地域を核とした実効性の高い防災

防災マップづくり防災マップづくり
～自助・共助・公助のために～～自助・共助・公助のために～



防災マップ（岡山市操明学区連合自主防災会）防災マップ（岡山市操明学区連合自主防災会）

・避難所、一時避難所・避難所、一時避難所
・主な避難経路・主な避難経路
・水防倉庫・水防倉庫
・消火栓、防火水槽・消火栓、防火水槽
・公衆電話・公衆電話
・危険箇所・危険箇所
・公共施設、事業所・公共施設、事業所



防災マップ（建部町防災マップ（建部町 川口自主防災会）川口自主防災会）



防災マップ（真庭市（旧落合町）開田自治会）防災マップ（真庭市（旧落合町）開田自治会）



防災マップ作製の新聞報道防災マップ作製の新聞報道
～岡山市操明学区連合自主防災会～～岡山市操明学区連合自主防災会～

山陽新聞山陽新聞 平成平成1717年年1010月月1717日日



防災マップづくりから得たもの防災マップづくりから得たもの

・過去の水害、現在の危険な個所など地域の実状を認識できた。・過去の水害、現在の危険な個所など地域の実状を認識できた。

・地域内での情報交換、共有により、地域の防災意識が向上した。・地域内での情報交換、共有により、地域の防災意識が向上した。

・地元企業への働きかけにより災害時の協力が得られた。・地元企業への働きかけにより災害時の協力が得られた。

・地域の人材の有効活用が図れた。・地域の人材の有効活用が図れた。

・平成・平成1717年台風時の事前避難に活用された。年台風時の事前避難に活用された。

・災害弱者の把握の必要性と個人情報保護法との葛藤・災害弱者の把握の必要性と個人情報保護法との葛藤

・防災マップの継続的な利用、更新・防災マップの継続的な利用、更新

・今後の活動を継続するための資金調達・今後の活動を継続するための資金調達

今後の課題今後の課題

成果成果



地域防災体制構築の取り組み地域防災体制構築の取り組み
活動報告書の作成活動報告書の作成

１．地域防災の必要性（自助・共助・公助）

活動報告書活動報告書 構成（案）構成（案）

２．具体的な取り組み・ノウハウガイド

１）自主防災組織をつくろう！

２）防災マップをつくろう！

３）防災訓練をやってみよう！

講習会を受けてみよう！

４）災害にどう対応するか？

災害の経験を活かそう！

３．今後の展開

①①取組み状況取組み状況
に応じて作成に応じて作成

②②２～３年を目途に２～３年を目途に
報告書全体をとりまとめ報告書全体をとりまとめ



地域防災の地域防災の
取組み拡大取組み拡大

流連モデル地域流連モデル地域

今後の展開今後の展開

岡山県全体岡山県全体

旭川流域全体旭川流域全体

高梁川高梁川

旭川旭川

吉井川吉井川

・行政と地域の役割の明確化・行政と地域の役割の明確化

・平常時からの意志疎通・平常時からの意志疎通

・可能なことから迅速に実施すること・可能なことから迅速に実施すること

・継続した呼びかけ、取り組み・継続した呼びかけ、取り組み


